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●強軸まわりに曲げを受ける H形断面柱の設計(SUS304N2A) 

図示の荷重を受ける材長 6m の H形断面柱を設計する。 

 

5.50×10 N･mm

短期荷重時 保有水平耐力時

6
0
0
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X

X

Y Y (1)設計用応力 

 短期荷重時 

  N=2.50×106N 

  M1=5.50×108N･mm 

  M2=4.00×108N･mm 

  Q=1.58×105N 

 保有水平耐力時 

  N=3.50×106N 

  M1=6.05×108N･mm 

  M2=4.40×108N･mm 

  Q=1.74×105N 

 

(2)使用 SUS 材 

 H-400×400×13×21(SUS304N2A) 

 ・断面性能 

  A=2.187×104mm2

  IX=6.66×108mm4 ZX=3.33×106mm3 iX=175mm ZXp=3.67×106mm3

  IY=2.24×108mm4 ZY=1.12×106mm3 iY=101mm ZYp=1.70×106cm3

 

 ・設計用諸値 

  h=400mm、d=358mm、b=200mm 

   N1011.732510187.2FAN 64
yy ×=××=⋅=

   mmN1008.13251033.3FZM 96
yXy ⋅×=××=⋅=

   mmN1019.13251067.3FZM 96
yXpp ⋅×=××=⋅=
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46333
w

3
f mm1073.213358

3
121400

3
2td

3
1tW

3
2J ×=××+××=⋅+⋅=  

 

 ・断面の幅厚比（2.4.1 断面の幅厚比） 
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(3)短期に生ずる力に対する許容耐力の検討 

 

1)骨組の安定（2.4.2 骨組の安定） 

  (2.4.1) 1nk y
2

c
2

c ≤⋅λ⋅

を満足することを確認する。 

 

 弱軸方向も剛接合とし、表 2.2 より 2.1kc = とする。 
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2)曲げおよび軸力（2.4.3(1) 強軸まわりに曲げを受ける H形断面） 

 1
M

M
N
N

aX

1

cX
≤+  (2.4.2) 

 1
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M85.0

N
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1

cY
≤+  かつ  (2.4.3) b1 MM ≤

を満足することを確認する。 

 

 強軸方向の許容圧縮耐力（2.2.2 許容圧縮耐力） 

N1052.3
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よって 0.2＜cλ≦1.5 であるから、2.2.2(2)を適用する。 

( ) ( ) N1005.65.11011.7449.06.012.1
3
25.1N6.012.1

3
2N 66

yccX ×=××××−⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛=⋅λ⋅−⎟

⎠
⎞

⎜
⎝
⎛=  

 

 弱軸方向の許容圧縮耐力（2.2.2 許容圧縮耐力） 
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よって 0.2＜cλ≦1.5 であるから、2.2.2(2)を適用する。 
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 横座屈許容曲げ耐力（2.3.2 強軸まわりに曲げを受ける H形鋼断面材） 
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よって-0.5≦M2/M1≦+1 の場合となる。 
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∴Cb=2.3 とする。 
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よってbλ≦bλyであるから、(1)(a)を適用する。 
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 強軸まわりの許容曲げ耐力 
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M
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 断面検討（2.4.3 曲げと圧縮を受ける材） 
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3)せん断（2.5 せん断力に対する検討） 

 許容せん断耐力 

  N1073.85.1
35.1
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35.1

F
AQ 5y
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 判定 
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(4)終局耐力の検定 

 

1)幅厚比の検討（3.1 断面の幅厚比） 

 表 3.1 によって検討する。 
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 FC クラスの検討 
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2)骨組の安定（2.4.2 骨組の安定） 

  (2.4.1) 1nk y
2

c
2

c ≤⋅λ⋅

を満足することを確認する。 

 

 弱軸方向も剛接合とし、表 2.2 より 2.1kc = とする。 

   （短期許容応力度設計にて求めている） N1019.1N 7
ke ×=

   （短期許容応力度設計にて求めている） 773.0c =λ
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3)柱の軸力比と細長比制限（3.5.1 柱の軸力比と細長比制限） 
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 を満足することを確認する。 
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4)曲げおよび軸力（3.5.2 曲げと圧縮軸力を受ける材） 

 ny=0.492>0.15 であるから、(3.5.3)式を適用し、 
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 を満足することを確認する。 

  0.198.0
1019.1
1089.685.0

1011.7
1050.3

M
M85.0

N
N

9

8

6

6

py
≤=

×

×
+

×

×
=⎟

⎟
⎠

⎞
⎜
⎜
⎝

⎛
+  ・・・OK 

 

5)曲げねじり座屈補剛（3.5.2 曲げと圧縮軸力を受ける材） 
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  よって-0.5≦(2M2-N･d)/(2M1+N･d)≦1 であるから、(a)を適用する。 
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∴Cb=2.3 とする。 
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 よって(3.5.4)式を満足するから、曲げねじり座屈補剛は不要である。 

柱（特に中柱）に曲げねじり座屈防止用の補剛材を設けることは設計的に難しいので、座屈補剛が不

要となるような断面を選択することが望ましい。 

 


